
◆ 第６次草津市総合計画 第１期基本計画 リーディング・プロジェクト（重点方針）検討資料

第５次総合計画 第３期基本計画
リーディング・プロジェクト

第６次総合計画 第１期基本計画 リーディング・プロジェクト（案）

多様化・複雑化する課題への対応

第５次草津市総合計画 第３期基本計画では、「出会いが織

りなすふるさと “元気”と“うるおい”のあるまち草津」の実現

に向けて、まちづくりを先導・けん引する４つのプロジェクト

を重点方針として位置付け、その推進を図ってきました。

◆ “住む人も、訪れる人も、「健幸」になれるまち”を目指し、健幸都市

づくりを進めます。

プロジェクト１
「健幸都市」づくりの推進

◆ 未来を担う子どもたち一人ひとりが健やかに成長し、生涯にわたって

必要とされる生きる力を育んでいきます。

プロジェクト２
子育て・教育の充実

◆ 「まちなかゾーン」の整備により、市全体の都市活力のけん引を図

り、地域の魅力向上を進めます。

プロジェクト３
“まちなか”を活かした魅力の向上

◆ 地域のまちづくり拠点を充実し、多様な主体間の連携・協働を促進

することで、市民が取り組む自主的なまちづくりをさらに進めます。

プロジェクト４ コミュニティ活動の推進

コミュニティの希薄化

etc

人口減少 少子高齢化

労働力(担い手)

の不足
社会資本の老朽化

税収の減少
社会保障費

の増大

異常気象・大規模災害・

感染症の世界的大流行

第６次草津市総合計画の期間中には、本市においてもいよい

よ人口減少局面を迎えることが予測されるとともに、年少人口

の減少や生産年齢人口比率の低下、高齢化率の上昇などに伴い、

様々な課題が顕在化してきます。

こうした中、第６次草津市総合計画では、このような諸課題

にも柔軟かつ適切に対応するための取組を進めていく必要があ

ります。

市民が求めているもの（意識調査・会議等より） 第１期基本計画でのリーディング・プロジェクトの方向性

第１期基本計画におけるリーディン
グ・プロジェクトの方向性としては、
人口減少局面等で生じる様々な課題を
最小限に食い止めつつ、さらに魅力的
なまちでありつづけるため、「市民が
求めているもの」をまちづくりに反映
させるものとします。
また、将来ビジョン(案)である

「 絆をつむぐ ふるさと 健幸創造都市
草津 」の実現に向けて、まちづくり
を先導・けん引するリーディング・プ
ロジェクトを位置付け、分野横断的な
施策展開を図っていくものとします。

第６次草津市総合計画 将来ビジョン（案）

【市民意識調査 (将来の望ましい都市像)】
◆ 健康づくりや医療・福祉サービスなどが充実

し、健康で元気に暮らせるまち
◆ 防犯・防災・交通安全などが充実している

安全で安心して暮らせるまち
◆ 子どもを産み・育てやすい、子育てサポート

が充実しているまち

【高校生アンケート調査 (将来の望ましい都市像)】
◆ 人権の尊重や男女共同参画の意識が高く、

すべての人にやさしいまち
◆ 趣味や娯楽、スポーツ活動が充実しているまち
◆ 将来を担う子どもたちの教育環境が充実して

いるまち

【転入者アンケート調査
(草津市に期待すること)】

◆ 住み心地の良い住環境の充実
◆ 医療・福祉サービスの充実

【市民会議 (将来住みたいまち)】
◆ ひとやまちにやさしく、つながり

があるまち

【地域別懇談会 (進めたいこと)】
◆ 公共交通の充実や渋滞対策などの

交通対策
◆ コミュニティの希薄化や後継者不

足などのコミュニティ対策

（仮）健やかでいきいきと暮らせる
まちづくりの推進

◆ 妊娠・出産・子育てにおける切れ目のない支援の提供

◆ 子どもの生きる力を育む教育や地域への愛着を育む取組の推進

（仮）子どもが輝く
まちづくりの推進

プロジェクト１

◆ 災害や感染症の世界的大流行から市民を守るまちづくりの推進

◆ 防犯・交通安全対策の推進

プロジェクト３ （仮）安全・安心な
まちづくりの推進

プロジェクト４

◆ まちなかを活かしたにぎわいの創出や魅力の向上

◆ 地域特性を生かした地域再生の推進

◆ 公共交通の充実や渋滞対策などの交通施策の推進

◆ 産業の振興

（仮）持続可能な
まちづくりの推進

◆ 高齢者や障害者、生活困窮者などを地域の多様な主体で支え合う

社会の実現に向けた取組の推進

◆ スポーツや健康づくりの推進

◆ 多様な主体間の連携・協働の促進や地域コミュニティ等の活性化

プロジェクト２ （仮）誰もが健やかでいきいきと
暮らせるまちづくりの推進

資料３


